
祝誕公演での神戸女声合唱団

一二一二

、

限

☆
海
員
会
館
に
「
市
民
小
ホ
ー

ル
」
誕
生

五
Ⅱ
号
で
紹
介
し
た
「
市
民

コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
、
最
近
、

と
み
に
文
化
活
動
に
力
を
入
れ

だ
し
た
神
戸
市
が
、
神
戸
駅
南

の
神
戸
海
員
会
館
に
「
市
民
小

ホ
ー
ル
」
を
誕
生
さ
せ
た
。
大

倉
山
に
着
工
し
た
ば
か
り
の
中

央
公
会
堂
に
で
き
る
大
ホ
ー

ル
、
中
ホ
ー
ル
と
合
わ
せ
て
ト

リ
オ
文
化
施
設
と
な
る
。

特
に
こ
の
ホ
ー
ル
は
、
昨
年

十
一
月
完
成
の
「
県
民
小
劇

場
」
と
同
様
、
自
主
的
創
造
的

上
演
鑑
賞
連
動
の
た
め
の
小
ホ

ー
ル
運
動
の
拠
点
と
し
て
各
方

面
か
ら
期
待
さ
れ
て
お
り
、
収

’
3４

9 F 瑠可汐電癖餌潮騒誤噴きジギ唖零号電 I 移琵巽胃縄渓霞鼎

代表作を揃えた没後四十年展

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
九
の
一
神

戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
前
電
話
二

五
一
’
八
一
六
一
内
線
二
五
八

容
数
も
五
百
十
岡
席
ｃ

四
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら

行
な
わ
れ
た
開
館
記
念
式
典
の

後
の
開
館
祝
賀
公
演
で
は
、
清

元
「
四
季
三
葉
章
」
、
母
親
コ

ー
ラ
ス
、
辻
久
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
「
市
民

小
ホ
ー
ル
」
は
活
動
を
始
め
た

四
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
は
五
百
号
の
大
作
で
、
そ
の
他

行
な
わ
れ
た
開
館
記
念
式
典
の
白
馬
会
十
三
会
展
で
白
馬
会
賞

後
の
開
館
祝
賀
公
演
で
は
、
清
を
受
け
、
戦
災
で
焼
失
し
た
大

元
「
四
季
三
葉
章
」
、
母
親
．
作
「
ア
イ
ヌ
」
を
し
の
ば
せ
る

－
ラ
ス
、
辻
久
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
壁
画
「
ア
イ
ヌ
」
も
出
品
さ
れ

ン
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
「
市
民
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
る
家
の

小
ホ
ー
ル
」
は
活
動
を
始
め
た
床
の
間
に
雌
Ⅲ
と
し
て
は
め
こ

ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
ク
ス
ノ

☆
青
山
熊
治
展
キ
の
板
に
直
接
描
か
れ
て
い
る

兵
庫
県
生
れ
の
洋
画
の
鬼
才
い
ず
れ
も
大
作
揃
い
で
、
落

青
山
熊
治
の
没
後
四
十
年
記
念
着
い
た
色
の
中
に
も
力
強
さ
が

の
展
覧
会
が
、
四
月
二
十
二
日
感
じ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
。

か
ら
五
月
十
四
ｎ
ま
で
、
県
立
な
お
、
昨
年
青
山
熊
治
展
が

近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
元
町
面
廊
で
開
か
れ
て
い
る
。

明
治
五
年
五
月
、
朝
来
郡
生

野
町
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
東
京
☆
河
原
霊
社
由
来
誌

美
術
学
校
在
学
中
に
、
東
京
府
河
原
霊
社
が
三
宮
神
社
の
境

主
催
勧
業
博
覧
会
に
「
老
坑
夫
」
内
に
移
転
す
る
こ
と
は
、
二
月

を
出
品
し
、
二
等
と
な
っ
た
号
の
こ
の
欄
で
伝
え
た
が
、
こ

が
、
こ
れ
が
画
埴
へ
の
デ
ビ
ュ
の
程
、
そ
の
河
原
霊
社
の
由
来

－
作
。
を
ま
と
め
た
冊
子
が
出
来
あ
が

一
九
一
四
年
、
大
連
を
皮
切
っ
た
。

り
に
ロ
シ
ア
、
北
欧
、
南
欧
、
河
原
霊
社
に
つ
い
て
は
、
す

パ
リ
と
回
っ
て
一
九
二
二
年
、
で
に
福
原
潜
次
郎
編
「
源
平
生

神
戸
へ
戻
っ
て
い
る
。
そ
し
て
田
合
戦
、
河
原
兄
弟
忠
死
の
事

一
九
二
六
年
、
第
七
回
帝
展
で
蹟
」
そ
れ
に
川
辺
賢
武
編
「
源

「
高
原
」
が
特
選
、
帝
国
美
術
平
生
田
の
森
合
戦
と
河
原
霊
社

院
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
れ
の
由
来
」
の
二
冊
子
が
、
前
者

本
運
動
は
精
神
薄
弱
問
題
を
国
民
み

ん
な
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
く
た
め

の
迎
動
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
自
発
的

な
奉
仕
者
）
に
よ
っ
て
迎
営
推
進
し
て

い
衷
す
。
現
在
も
、
学
生
勤
労
者
主
姉

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
し
て
い

ま
す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
は
、
運
動
の

し
お
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
し
お
り
の

緬
集
、
全
国
各
地
の
地
域
社
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
絡
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

研
修
や
施
股
見
学
の
実
施
、
献
金
の
受
Ｉ
Ｚ

付
推
理
、
礼
状
の
発
送
、
古
切
手
整
理

な
ど
で
す
。

例
会
は
、
月
二
回
で
平
日
の
夜
と
日

曜
日
の
午
後
各
一
回
ず
つ
で
す
が
、
主

婦
の
方
な
ど
は
平
日
の
午
後
で
す
。
噸

務
所
の
足
場
が
よ
い
の
で
、
み
な
さ
ん

の
都
合
の
よ
い
時
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
拙
で
す

（
事
務
所
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
開
い
て
い
ま
す
）

あ
な
た
の
貴
重
な
時
間
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
本
運
動
の
た
め
に
、
ひ
い

て
は
社
会
福
祉
の
推
進
の
た
あ
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

あ
左
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
（
詳
細
は
左
記
ま
で
間
合
せ
て
く

だ
さ
い
。
）

あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
／

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動
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清水安子さん

一

☆
人
形
展
開
か
れ
る

五
川
十
一
日
か
ら
十
六
ｎ
ま

で
の
一
週
間
、
さ
ん
ち
か
ダ
ウ

ン
の
三
菱
ホ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
内

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
人
形
展
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
個
展
を
開

い
た
の
は
、
真
多
呂
人
形
教
室

（
兵
庫
区
西
橘
通
二
の
十
二
）

教
授
、
加
藤
真
喜
さ
ん
。
門
年

前
に
何
気
な
く
東
求
の
真
多
呂

人
形
学
院
に
入
学
し
、
今
ま
で

も
我
流
で
楽
し
ん
で
い
た
人
形

作
り
を
本
格
的
に
始
め
た
。
湊

拳

は
大
正
十
二
年
、
後
者
は
、
昭

和
三
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
て
い

る
が
、
既
に
入
手
は
困
難
と
な

っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
故
芹
沢
大
次
郎

氏
仙
、
地
元
有
志
の
河
原
兄
弟

を
敬
仰
す
る
誠
意
に
よ
っ
て
創

祁
さ
れ
て
以
来
満
五
十
年
に
あ

た
る
今
年
、
鎮
座
の
地
を
三
宮

神
社
に
移
し
た
の
を
機
に
、
芹

沢
氏
嫡
男
利
雄
氏
が
、
伝
記
を

ま
と
め
た
い
と
決
意
さ
れ
て
神

戸
大
学
教
授
、
野
中
春
水
氏
に

稿
を
依
頼
し
て
出
来
上
が
っ
た

も
の
で
あ
る
。

三
十
数
頁
の
小
冊
子
で
は
あ

る
が
、
読
み
や
す
く
ま
と
め
て

あ
り
、
平
家
ブ
ー
ム
の
折
、
郷

土
の
歴
史
を
冷
静
に
堀
り
下
げ

て
み
る
の
も
価
値
が
あ
る
の
で

は
…
…
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
三

宮
神
社
社
務
所
ま
で
、
ど
う
ぞ

☆
県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館
完
成

週
休
二
Ⅱ
時
代
も
い
よ
い
よ

本
格
的
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
余
暇
に
「
す
る
ス
ポ

ー
ツ
」
の
拠
点
を
め
ざ
し
て
、

市
民
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
・
セ

ン
タ
ー
「
兵
庫
県
立
ス
ポ
ー
ツ

会
館
」
が
、
長
田
区
蓮
池
町
の

神
戸
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
角

に
完
成
し
た
。

両

熱溺
篭
篭
蕊

鼠
昭発行は河原霊社奉賛会

☆
清
水
安
子
創
作
バ
レ
エ
リ
サ

イ
タ
ル

清
水
安
子
創
作
バ
レ
エ
リ
サ

イ
タ
ル
が
六
月
四
円
、
Ｐ
Ｍ
５

・
伽
に
神
戸
国
際
会
館
で
開
か

総
面
積
は
延
べ
五
千
両
四
十

五
平
米
、
鉄
筋
で
地
上
流
階
、

地
下
二
階
、
ガ
ラ
ス
張
り
室
内

温
水
プ
ー
ル
は
、
二
十
汽
米
、

五
コ
ー
ス
が
一
般
用
で
、
他
に

長
さ
十
米
、
深
さ
叫
十
糎
の
幼

児
用
も
あ
る
。
一
階
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
小
体
育
室
、
サ
ウ
ナ

付
浴
室
、
喫
茶
食
堂
。
二
階
は

柔
・
剣
道
場
、
幼
児
・
婦
人
・
老

人
の
体
育
室
、
ス
ポ
ー
ツ
医
事

室
、
会
議
室
。
三
階
は
剛
体
や

指
導
者
養
成
の
誹
義
、
宿
泊
室
。

四
階
の
大
体
育
室
で
は
、
バ
レ

ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ら
各
二
面
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
三
面
、
卓
球
十

面
が
と
れ
、
五
階
に
は
一
周
百

米
の
走
路
が
あ
り
、
全
館
空
気

清
浄
装
潰
、
暖
房
つ
き
で
あ
る

が
、
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
拠
点

と
し
て
、
観
客
席
は
な
し
。

六
月
か
ら
は
、
同
会
館
主
催

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
開
か
れ
る

休
館
ｎ
は
毎
凡
第
四
月
曜
と
十

二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
四
Ｕ

ま
で
。
電
話
六
三
一
’
一
○
七

一
’
三

れ
ま
す
ｃ
〃
太
陽
頒
歌
″
と
題

打
っ
た
こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、

土
の
香
り
や
、
素
朴
た
る
も
の

に
魅
か
れ
た
清
水
さ
ん
が
、
同

然
と
人
間
が
交
り
合
う
美
し
さ

を
、
火
ま
つ
り
郷
土
芸
能
を
通

し
て
描
き
出
し
た
も
の
。

太
陽
崇
拝
、
悠
霊
の
世
界
な

ど
の
古
き
原
始
的
題
材
を
使
っ

た
太
陽
類
歌
他
、
ス
パ
ニ
ッ
シ

ュ
ダ
ン
ス
や
〃
森
の
ニ
ン
ペ
達
〃

と
題
し
た
子
供
の
た
め
の
創
作

バ
レ
エ
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

Ａ
席
、
一
二
○
ｎ
円

Ｂ
席
、
一
○
○
○
円

美
術

ガ
イ
ド

練習風景から

１
３５

１

：
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☆
旅
の
好
き
な
方
に
す
て
き
な

お
店
を
紹
介

山
手
短
大
か
ら
西
へ
百
米
、

再
度
筋
町
バ
ス
停
前
に
こ
じ
ん

ま
り
し
た
喫
茶
店
が
誕
生
。
ジ

ャ
ー
ニ
ー
と
い
う
名
に
恥
じ
ず

店
内
は
海
外
の
ポ
ス
タ
ー
、
テ

ー
ブ
ル
の
上
に
は
御
主
人
手
製

の
航
空
早
見
時
刻
表
付
メ
ー
ー
ュ

ー
マ
ッ
チ
に
は
ス
リ
ー
レ
タ
ー

コ
ー
ド
、
と
何
か
ら
何
ま
で
ジ

ャ
ー
ー
ー
ー
ず
く
め
。

り
つ
ぶ
さ
れ
た
感
が
あ
っ

た
。
こ
れ
も
、
経
済
成
長
万

能
時
代
か
ら
、
国
民
の
生
活

を
中
心
に
し
た
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
暮
し
や
す
い
社
会

を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う
、

一
つ
の
価
値
感
の
転
換
期
に

今
の
日
本
が
立
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。

神
戸
市
は
日
本
で
も
、
最

も
福
祉
活
動
の
盛
ん
な
都
市

の
一
つ
で
あ
り
、
神
戸
で
始

っ
て
Ｒ
本
中
に
ひ
ろ
が
っ
て

い
っ
た
福
祉
活
動
は
数
多
い

障
害
児
の
年
金
制
度
、
マ

ス
コ
ミ
を
利
用
し
た
里
親
発

川
神
社
鎮
座
百
年
祭
に
〃
楠
公

父
子
桜
井
子
別
れ
″
の
人
形
を

制
作
し
、
湊
川
神
社
に
献
上
し

よ
う
と
し
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
今
回
の
個
展
と
な
っ
た
。

制
作
に
六
ケ
月
を
費
や
し
た
と

い
う
大
作
の
楠
公
父
子
桜
井
子

別
れ
や
、
黒
田
節
、
鏡
獅
子
、

勧
進
帳
、
桃
太
郎
他
一
五
○
体

が
制
作
人
形
六
○
○
体
の
内
か

見
活
動
、
家
庭
養
護
寮
制
度

さ
ら
に
灘
生
協
の
よ
う
な
消

費
合
理
化
運
動
な
ど
も
含
め

れ
ば
、
神
戸
は
ま
さ
に
福
祉

活
動
の
多
彩
な
都
市
で
あ
り

本
気
で
取
り
く
め
ば
か
な
り

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
豊
ん
だ
活
動

や
制
度
が
育
っ
て
い
く
土
製

を
も
っ
て
い
る
。
〃
社
会
福

祉
″
が
単
に
社
会
的
に
弱
い

立
場
に
あ
る
人
達
の
保
護
と

い
う
観
点
か
ら
だ
け
考
え
ら

れ
る
の
で
な
く
、
私
達
一
人

一
人
が
暮
し
や
す
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
本
来
の
〃
福

祉
″
の
は
ず
で
あ
る
。

開
発
か
ら
福
祉
へ

今
年
は
年
頭
か
ら
新
聞
の

論
調
も
福
祉
社
会
の
建
設
を

強
調
し
、
政
府
の
予
算
案
も

福
祉
を
一
つ
の
大
き
な
柱
と

し
た
。
同
様
に
兵
庫
県
や
神

戸
市
も
〃
開
発
か
ら
福
祉
へ
〃

と
姿
勢
の
転
換
を
み
せ
る
な

ど
、
日
本
中
が
福
祉
色
に
ぬ

花時計

昭
和
四
十
三
年
に
オ
ー
ト
バ

イ
で
世
界
一
周
さ
れ
た
大
追
嘉

昭
さ
ん
経
営
の
こ
の
店
、
大
追

さ
ん
が
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
航
空
に

勤
務
中
は
奥
さ
ん
が
、
お
店
を

な
さ
っ
て
い
る
。

大
追
さ
ん
の
次
の
目
標
は
、

車
に
よ
る
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
横
断
。

階
上
の
本
棚
に
は
旅
の
資
料

が
一
杯
で
、
ど
ん
な
旅
で
も
御

相
談
に
応
じ
ま
す
と
の
こ
と
。

こ
れ
か
ら
海
外
旅
行
を
計
画
さ

れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
足
を

運
ん
で
み
ら
れ
て
は
？
営
業

は
午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時
ま

で
日
曜
日
は
お
休
み
。

湊川神社鎮座百年祭献上人形

ら
出
品
さ
れ
た
。

「
ど
の
人
形
に
も
愛
着
が
あ

り
、
全
部
展
示
し
た
い
の
で
す

が
…
」
の
一
言
に
加
藤
さ
ん
の

人
形
に
対
す
る
愛
情
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
。
「
か
わ
い
い
わ
ね
。

ス
テ
キ
ノ
．
」
の
声
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
聞
か
れ
、
非
常
に
好
評

で
し
た
。

『

里一

ジヤーニ

☆
神
戸
経
済
同
友
会
か
ら
、
四
月
十
日

代
表
幹
事
に
、
秋
田
博
正
人
正
典
産
業

Ｋ
Ｋ
取
締
役
社
長
Ｖ
下
川
常
雄
Ａ
住
友

ゴ
ム
工
業
Ｋ
Ｋ
取
締
役
社
長
Ｖ
さ
ん
の

お
二
人
が
就
任
さ
れ
た
ご
通
知
が
あ
り

ま
し
た
。

★
独
立
美
術
の
吉
見
敏
治
さ
ん
が
、
四

月
五
日
、
田
中
正
雄
さ
ん
夫
妻
の
媒
酌

に
よ
っ
て
、
川
口
美
津
子
さ
ん
と
結
婚

さ
れ
、
新
し
い
人
生
へ
の
ス
タ
ー
ト
を

き
ら
れ
ま
し
た
。
お
あ
で
と
う
／

住
所
は
、
神
戸
市
長
田
区
本
庄
町
四

丁
目
四
ノ
四
（
〒
六
五
三
）
○
七
八
〈
七

三
三
〉
一
一
○
九
二

☆
本
誌
「
神
戸
遊
戯
誌
」
の
執
筆
者
と

し
て
お
な
じ
み
の
白
蝿
美
術
館
事
務
局

長
の
青
木
重
雄
さ
ん
の
長
女
雅
子
さ
ん

が
四
日
二
十
三
日
松
谷
知
成
さ
ん
と
結

婚
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

☆
朝
日
新
聞
神
戸
支
局
で
文
化
担
当
の

項
塚
満
郎
記
者
は
、
五
月
一
日
北
海

道
支
社
へ
転
勤
さ
れ
、
札
幌
駅
四
階
国

鉄
記
者
室
を
本
拠
に
頑
張
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
後
任
は
女
性
の
川
名
記

者
。札

幌
市
中
央
区
北
二
条
西
一
ノ
ー
ノ

ー
〒
○
六
○
朝
日
新
聞
北
海
道
支
社
報

道
部
○
一
一
（
二
八
一
）
二
一
三
一
が

新
住
所
。

★
今
岡
頒
子
バ
レ
エ
研
究
所
が
三
宮
セ

ン
タ
ー
街
入
口
の
住
友
銀
行
三
宮
ビ
ル

六
階
に
移
転
致
し
ま
し
た
。

連
絡
先
は
左
記
の
通
り
。

生
田
区
セ
ン
タ
ー
街
束
入
口
住
友
銀
行

三
宮
ビ
ル
６
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
八
）
三
九
一
’
一
五
一
八
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父
と
娘
が
、
二
人
だ
け
の
暗
い
私
生
活
の
穴
に
沈
み
込
ん
で
い

る
間
に
、
二
人
を
と
り
阻
む
広
い
世
界
の
一
端
が
炎
を
あ
げ
て
燃

え
だ
し
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て
、
燃
え
て
い
る
一
端
は
、
決
し
て

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
都
市
に
住
む
人
々
の
す
べ
て
に

大
き
な
被
害
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

「
私
達
が
、
最
も
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
起
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
」

朱
色
に
染
ま
る
窓
辺
の
虚
空
に
、
黒
い
き
び
し
い
横
顔
を
見
せ
て

口
連
載
小
説
〈
妬
〉

あ
ら
す
じ
二
年
前
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
佳
は
、
母
で
あ
り
、
歌
人
で
あ
る
間
子
と

の
生
活
に
息
。
つ
ま
り
を
感
じ
る
。
あ
る
日
佳
は
願
成
寺
の
墓
地
の
暗
が
り
で
会
っ
た
村

重
船
長
と
名
の
る
老
人
か
ら
自
分
の
父
村
林
裕
作
の
過
去
を
知
る
。
そ
の
父
が
久
し
ぶ

り
に
航
海
を
終
え
て
神
戸
に
帰
っ
て
く
る
が
、
間
子
の
冷
た
い
態
度
に
佳
の
心
は
複
雑

だ
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
佳
は
蘭
子
の
短
歌
が
新
側
に
戦
っ
て
い
を
る
の
見
つ
け
る

が
鶴
ま
さ
し
く
そ
れ
は
裕
作
の
初
恋
の
女
性
、
故
由
佳
子
の
短
歌
の
振
作
で
あ
っ
た
。

思
い
あ
ま
っ
た
佳
は
歌
誌
「
せ
せ
ら
ぎ
」
主
枠
に
密
訴
の
手
紙
を
沓
く
。
そ
し
て
主
紳

の
怒
り
に
ふ
れ
た
蘭
子
は
完
全
に
短
歌
界
か
ら
抹
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
あ
る
日
塩

屋
沖
で
蘭
子
の
死
体
が
見
つ
か
る
。
苦
悩
す
る
佳
と
父
と
の
対
話
が
つ
づ
く
。
ふ
と
気

づ
く
と
深
夜
の
部
屋
の
窓
が
奇
妙
な
バ
ラ
色
に
染
っ
て
い
た
。

Ｈ１(､齢

『

ぐ

「
パ
パ
、
タ
ン
カ
ー
が
燃
え
て
い
る
の
ね
」
凝
然
と
し
て
窓
辺
に

立
つ
父
の
背
後
で
、
佳
が
小
さ
く
叫
ん
だ
。

地
球
の
裏
側
か
ら
、
突
然
、
深
夜
の
海
に
灼
熱
の
太
陽
が
せ
り

あ
が
っ
て
き
た
か
の
よ
う
に
、
あ
た
り
に
奇
妙
な
明
る
さ
が
み
な

ぎ
っ
て
い
る
。
海
と
お
ぼ
し
い
あ
た
り
一
面
は
、
霧
と
燃
え
る
船

か
ら
ふ
き
出
し
た
ら
し
い
薄
い
ガ
ス
に
種
わ
れ
、
佳
た
ち
が
立
つ

窓
辺
に
も
ひ
た
ひ
た
と
異
臭
を
ふ
く
む
ガ
ス
が
這
い
滞
っ
て
く

る
。
薄
い
オ
レ
ン
ジ
に
染
ま
る
ガ
ス
の
奥
に
碓
問
と
し
て
存
在
す

る
真
紅
の
芯
が
、
燃
え
る
船
で
あ
っ
た
。
船
が
放
つ
熟
れ
た
陽
光

の
よ
う
な
光
り
に
灸
ら
れ
、
海
近
く
に
立
つ
樹
木
や
家
々
は
、
内

部
に
隠
し
持
つ
腿
性
の
も
の
だ
け
を
露
わ
に
す
る
か
の
よ
う
に
、

黒
ぐ
お
ぞ
ま
し
い
姿
で
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。

「
パ
パ
、
大
変
な
こ
と
が
起
っ
た
よ
う
ね
」

小
山
牧
子

え
・
石
阪
春
生

キ
リ
シ
タ
ン
の
票

１
３８

１

－

_ 二
_ 易

蓬≦ず‘
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可”一一
い
う
裕
作
か
ら
は
、
先
刻
ま
で
の
打
ち
の
め
さ
れ
た
〃
の
無
惨
さ

は
見
当
ら
た
い
。

「
わ
た
し
達
、
ど
う
な
る
の
？
海
に
流
れ
だ
し
た
重
油
に
火
が
つ

く
の
は
、
時
間
の
問
題
だ
わ
ね
」

投
げ
や
り
左
口
調
で
い
っ
た
と
き
、
佳
の
胸
を
一
瞬
前
ま
で
閉

ざ
し
て
い
た
蘭
子
を
悼
む
お
も
い
が
、
再
び
地
に
伏
し
て
伽
突
し

た
い
ほ
ど
の
激
し
さ
で
一
民
っ
て
き
た
。

ｌ
燃
え
て
し
ま
え
ば
い
い
ん
だ
．
海
も
街
も
、
こ
の
世
に
あ
る

も
の
全
部
が
灰
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
い
い
ん
だ
。
勿
論
、
こ
の
罪

深
く
、
生
き
て
ゆ
く
こ
と
の
重
み
に
耐
え
か
ね
て
い
る
わ
た
し
と

パ
パ
の
肉
体
と
心
も
、
み
ん
な
燃
え
て
し
ま
え
ば
い
い
。
そ
し

て
、
パ
パ
と
二
人
で
手
を
取
り
あ
っ
て
マ
マ
の
あ
と
を
迫
っ
て
ゆ

き
、
許
し
を
乞
う
こ
と
が
、
わ
た
し
達
に
ふ
さ
わ
し
い
勤
め
な
ん

だ
。佳

に
と
っ
て
、
す
で
に
未
来
は
な
か
っ
た
。
た
っ
た
一
人
の
母

親
を
死
に
追
い
込
ん
だ
娘
が
、
こ
れ
か
ら
先
を
生
き
て
、
ど
れ
ほ

ど
の
有
意
義
な
存
在
と
な
り
え
よ
う
。
自
分
以
外
の
だ
れ
か
を
幸

福
に
す
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
ま
た
ま
た
何
か
の
公
の
犯
罪
に
は
な

ら
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
以
上
に
陰
険
な
罪
を
お
か
し
て
、
人
を
傷

つ
け
か
ね
な
い
で
は
な
い
か
。

暗
い
一
人
ぼ
っ
ち
の
穴
の
底
に
沈
ん
で
ゆ
く
佳
に
は
、
神
戸
港

で
タ
ン
カ
ー
が
燃
え
て
い
る
と
い
う
恐
怖
に
み
ち
た
現
実
が
危
機

感
と
な
っ
て
迫
ら
な
い
。

ｌ
燃
え
ろ
、
燃
え
ろ
、
も
っ
と
燃
え
ろ
…
…
．

燃
え
る
船
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、
荒
れ
狂
う
自
分
の
心
を
凝
視

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

い
つ
か
、
燃
え
て
い
る
船
の
姿
は
、
厚
み
を
増
し
た
朱
色
の
ガ

ス
の
中
に
姿
を
消
し
、
海
全
体
が
真
紅
に
染
ま
り
は
じ
め
て
い

た
。
吐
き
気
を
も
よ
お
す
よ
う
な
強
い
異
臭
が
、
二
人
の
鼻
口
を

ふ
さ
ぐ
。

「
何
時
頃
な
ん
だ
ろ
う
ね
、
ケ
イ
…
・
・
・
」

む
っ
つ
り
と
黙
り
込
ん
で
い
た
裕
作
が
窓
辺
を
離
れ
て
い
っ

た
。「

二
時
二
十
分
過
ぎ
よ
．
．
…
・
」

「
そ
う
・
・
…
・
ケ
イ
は
、
深
夜
放
送
を
よ
く
聞
く
の
？
」

言
い
を
が
ら
、
裕
作
の
手
は
彫
り
込
み
の
あ
る
マ
ホ
ガ
ニ
ー
製

の
机
の
上
に
置
か
れ
た
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
・
ラ
ジ
オ
を
取
り
あ

げ
、
ス
イ
ッ
チ
を
操
作
し
て
い
る
。

放
送
は
、
ム
ー
ド
音
楽
が
続
い
た
あ
と
、
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
に
変

っ
た
。

『
先
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
通
り
、
リ
ベ
リ
ア
船
ワ
ー
ル

ド
・
ク
ル
ー
ズ
号
に
碇
泊
中
を
側
面
か
ら
衝
突
さ
れ
、
機
関
室
か

ら
出
火
、
炎
上
中
の
ギ
リ
シ
ャ
の
タ
ン
カ
ー
、
シ
ー
・
ホ
ー
ス
号

（
一
○
万
二
七
○
総
ト
ン
）
は
、
そ
の
後
も
更
に
火
勢
を
強
め
、

火
の
手
は
次
第
に
油
梢
タ
ン
ク
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
タ
ン
ク
の
破
裂
は
見
ら
れ
ず
、
乗
組
員
全
員
は
救
助
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
船
が
炎
上
を
続
け
る
な
ら
ば
、

そ
の
熱
を
受
け
て
、
タ
ン
ク
内
の
重
油
が
膨
張
気
化
し
、
鋼
鉄
の

壁
を
爆
破
さ
せ
て
、
外
部
に
流
出
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
…

・
・
・
』ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
報
告
が
終
っ
た
あ
と
も
、
海
上
保
安
庁
や
大

学
か
ら
集
め
ら
れ
た
関
係
者
の
談
話
が
流
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
心
あ
る
人
た
ち
が
、
こ
の
事
故
あ
る
こ
と
を
予
測
し
、

恐
怖
し
て
い
な
が
ら
も
、
先
例
に
と
ぼ
し
い
事
件
だ
け
に
、
そ
の

道
の
権
威
と
称
す
る
先
生
方
の
談
話
も
し
ど
ろ
も
ど
ろ
、
そ
の
声

の
調
子
か
ら
彼
等
の
狼
狽
ぶ
り
だ
け
が
う
か
が
え
る
類
い
の
も
の

で
あ
っ
た
。

が
、
識
者
た
ち
が
共
通
し
て
訴
え
て
い
る
こ
と
は
、
一
○
万
ト

ン
の
タ
ン
カ
ー
の
油
槽
タ
ン
ク
は
、
こ
う
い
っ
た
事
故
の
被
害
を

最
少
限
度
に
ふ
せ
ぐ
た
め
に
、
七
つ
か
ら
八
つ
の
小
さ
な
タ
ン
ク

室
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
火
炎
を
発
生
さ
せ
ず
に
、
衝

突
そ
の
他
の
事
故
で
タ
ン
ク
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
た
場
合
は
、
積

ん
で
い
る
重
油
は
そ
の
一
部
の
タ
ン
ク
内
の
も
の
だ
け
が
流
失

し
、
他
の
タ
ン
ク
の
分
は
安
全
で
、
海
を
汚
染
さ
せ
る
こ
と
も
な

い
。
し
か
し
、
も
し
何
ら
か
の
原
因
で
火
炎
が
発
生
し
た
場
合

は
、
そ
の
熱
で
タ
ン
ク
内
の
重
油
が
膨
張
気
化
し
、
内
部
か
ら
タ

ン
ク
の
壁
を
爆
破
す
る
こ
と
に
た
り
、
こ
れ
は
連
鎖
反
応
的
に
他

の
タ
ン
ク
室
の
壁
を
も
次
ぎ
次
ぎ
に
誘
爆
す
る
。
従
っ
て
、
積
ん
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で
い
る
重
油
の
す
べ
て
が
海
に
流
れ
だ
す
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に

火
が
移
る
と
大
阪
湾
全
部
が
火
の
海
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の

で
あ
る
。

放
送
は
再
び
硬
い
緊
迫
し
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
に
代
わ
っ

た
。

『
海
上
保
安
庁
か
ら
の
緊
急
通
達
を
お
伝
え
し
ま
す
。
現
在
、

神
戸
港
、
並
び
に
大
阪
湾
に
碇
泊
中
の
船
舶
は
、
大
型
船
、
小
型

船
、
ハ
シ
ケ
を
も
含
め
て
、
こ
の
海
域
か
ら
立
ち
去
っ
て
下
さ

い
。
ど
の
程
度
の
距
離
ま
で
避
難
す
る
と
安
全
で
あ
る
か
は
、
目

下
の
と
こ
ろ
予
測
が
た
ち
ま
せ
ん
。
風
む
き
潮
流
に
よ
っ
て
は
、

瀬
戸
内
海
も
ま
た
安
全
海
域
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
だ

か
ら
、
走
航
能
力
の
あ
る
船
舶
は
、
和
歌
山
沖
以
南
へ
、
な
る
べ

く
外
洋
へ
の
避
難
が
望
ま
し
い
と
の
海
上
保
安
庁
の
指
示
で
あ
り

ま
す
』タ

ン
カ
ー
の
火
災
に
前
例
が
皆
目
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
昭
和

四
○
年
五
月
二
十
三
日
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
タ
ン
カ
ー
、
ヘ
イ
ム
バ

ル
ド
号
が
室
蘭
の
港
で
岸
壁
に
激
突
し
て
出
火
、
炎
上
し
た
事
件

Ｔ ■可
一何日壱

､

が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
、
五
万
八
千
重
量
ト
ン
の
船
で
原
油
を

二
万
六
百
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
積
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
人
間
た
ち

が
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
も
な
く
立
ち
す
く
む
前
で
、
周
囲
二
○
○

米
の
海
面
を
火
の
海
に
し
た
ま
ま
、
二
十
八
日
間
も
燃
え
続
け

た
。そ

の
と
き
に
比
較
し
て
、
い
ま
炎
上
し
て
い
る
タ
ン
カ
ー
は
、

倍
の
重
量
を
も
つ
巨
大
タ
ン
カ
ー
で
あ
り
、
重
油
の
積
載
量
も
彪

大
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
室
蘭
と
神
戸
港
で
は
、
沿
岸
の
人
口
密
度

は
比
較
に
左
ら
ず
、
受
け
る
被
害
も
ま
た
想
像
を
絶
す
る
も
の
が

あ
る
。科

学
万
能
の
時
代
、
人
間
が
創
り
だ
し
た
文
明
の
利
器
が
、
い

ま
怒
り
狂
い
、
自
然
を
征
服
し
、
神
を
さ
え
も
足
下
に
ひ
ざ
ま
づ

か
せ
よ
う
と
す
る
不
遜
た
人
間
た
ち
に
皆
殺
し
の
兇
器
を
突
き
つ

け
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

船
の
火
は
、
海
を
炎
そ
の
も
の
に
か
え
、
ビ
ル
や
民
家
が
密
集

す
る
都
市
に
む
か
っ
て
、
そ
の
巨
大
な
炎
の
舌
を
巻
き
あ
げ
て
く

る
の
だ
。

苫と

’
Ｊ
Ｃ
Ｉ
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可

す
で
に
、
深
夜
放
送
は
音
楽
を
打
ち
切
り
、
ひ
っ
き
り
な
し
に

ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
大
阪
と
神
戸
、

そ
の
周
辺
に
あ
る
海
添
い
の
街
の
住
民
が
す
べ
て
家
と
家
財
を
捨

て
、
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
『
災
害
救
助
法
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
人
の
参
加
を
得
て
組
織
さ
れ
て
お
り
ま

す
防
災
会
議
で
は
、
民
間
人
の
船
舶
関
係
者
の
協
力
を
要
請
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
海
上
保
安
庁
、
府
県
警
、
海
上
自
衛
隊
な
ど

が
協
力
し
て
消
火
剤
の
投
入
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
消
火
剤
を

運
ぶ
船
、
航
空
機
、
そ
れ
ら
を
操
作
す
る
人
員
の
す
べ
て
が
不
足

し
て
お
り
ま
す
。
心
あ
る
民
間
人
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
都
市
の

住
民
す
べ
て
に
襲
い
か
か
る
米
曽
有
の
人
災
を
く
い
止
め
た
い
も

の
と
…
…
／
・
』
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
は
絶
叫
に
近
か
っ
た
。

燃
え
さ
か
り
、
不
気
味
な
爆
発
音
を
あ
げ
続
け
て
い
る
船
に
消

火
剤
を
持
っ
て
近
ず
く
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
死
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
る
。
も
し
、
運
搬
の
途
中
で
恐
れ
ら
れ
て
い
る
油
槽
タ
ン
ク

の
爆
発
が
起
こ
っ
た
ら
、
人
間
も
ろ
共
、
運
搬
船
は
火
の
海
に
閉

じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
恐
怖
に
お
の
の
く
民
間
関
係
者

の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
の
よ
う
な
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
絶
叫
の
声

は
、
む
な
し
く
空
転
す
る
か
と
お
も
え
た
。
が
、
し
か
し
…
…
佳

は
、
父
の
裕
作
が
、
な
ん
だ
か
身
も
軽
々
と
部
屋
の
中
を
動
き
ま

わ
る
気
配
に
気
ず
い
た
の
で
あ
る
。
見
る
と
、
船
長
の
制
服
な
ど

着
込
ん
で
し
ま
い
、
帽
子
ま
で
も
目
深
に
か
ぶ
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。
身
支
度
を
と
と
の
え
た
裕
作
は
、
最
後
に
ゴ
ム
引
き
の
雨

合
羽
を
探
し
あ
て
手
に
か
け
よ
う
と
す
る
。
そ
の
雨
合
羽
を
引
っ

た
く
り
、

「
パ
パ
／
・
ど
う
し
ょ
う
っ
て
い
う
の
？
」

驚
悟
の
声
を
あ
げ
る
佳
の
顔
を
、
裕
作
は
喰
い
入
る
よ
う
に
見

つ
め
る
。

「
パ
パ
の
馬
鹿
／
、
あ
の
火
を
消
し
に
ゆ
こ
う
と
い
う
の
ね
／
、
」

裕
作
は
、
佳
の
顔
を
見
つ
め
続
け
た
ま
ま
う
な
ず
い
た
。
頬
に

は
、
悲
し
げ
な
、
そ
れ
で
い
て
な
ん
と
も
お
だ
や
か
な
微
笑
が
た

だ
よ
っ
て
い
る
。

「
死
ん
で
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
の
。
わ
た
し
絶
対
に
行
か
せ
な
い

わ
／
、
」
叫
び
な
が
ら
、
佳
は
凝
然
と
し
た
。
一
瞬
前
、
佳
は
あ
の

燃
え
る
火
で
自
分
自
身
も
父
も
、
こ
の
世
に
あ
る
も
の
す
べ
て
も

焼
き
つ
く
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
お
も
っ
た
。
そ
し
て
、
父
も
ま
た

Ｉ
？
賢
そ
う
で
は
旗
い
、
父
は
い
ま
、
途
方
も
漆
い
使
命
感

に
衝
き
動
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

「
パ
パ
は
大
勢
の
人
の
た
め
に
身
を
捨
て
て
奉
仕
し
て
死
ん
で
し

ま
っ
た
ら
、
そ
れ
で
満
足
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
、
あ
と
に
残
る
わ

た
し
は
ど
う
な
る
の
？
ま
だ
マ
マ
の
四
十
九
日
の
法
要
も
済
ん

で
い
な
い
の
に
。
マ
マ
だ
っ
て
可
哀
そ
う
だ
わ
。
パ
パ
は
何
時
だ

っ
て
そ
う
だ
っ
た
の
れ
。
何
時
も
自
分
だ
け
が
い
い
子
で
エ
ゴ
イ

ス
ト
な
ん
だ
。
」
佳
は
金
切
声
で
わ
め
き
た
て
た
。

父
へ
の
怨
み
で
胸
が
つ
ま
り
、
涙
も
出
な
い
。
憎
悪
の
こ
も
る

目
で
見
す
え
る
他
の
前
で
、
裕
作
は
決
っ
し
て
、
あ
の
悲
し
い
お
だ

や
か
な
微
笑
を
消
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
が
、
ど
の
よ
う
に
激
し

い
表
情
で
も
言
い
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
断
乎
と
し
た
意
志

が
、
そ
の
微
笑
に
は
感
じ
ら
れ
た
。

裕
作
は
、
こ
れ
以
上
の
優
し
さ
が
世
に
あ
る
と
お
も
え
ぬ
暖
い

ま
な
ざ
し
で
、
左
お
も
じ
っ
と
佳
を
見
つ
め
、

「
ケ
イ
、
い
つ
か
ケ
イ
も
き
っ
と
こ
ん
た
ふ
う
に
し
た
パ
パ
を

赦
し
て
く
れ
る
と
き
が
く
る
と
信
じ
て
い
る
よ
。
パ
パ
は
、
マ
マ

の
た
め
に
本
当
の
お
弔
ら
い
に
行
く
ん
だ
も
の
・
…
：
」

ｌ
マ
マ
の
お
鴫
ら
い
：
…
？

本
当
に
、
あ
の
お
ぞ
ま
し
く
燃
え
る
海
の
火
は
、
痛
恨
の
情
を

残
し
て
死
ん
だ
で
あ
ろ
う
蘭
子
の
心
を
焼
き
つ
く
し
鎮
魂
さ
せ
る

た
め
に
今
宵
お
ど
る
に
燃
え
あ
が
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

「
佳
は
ね
、
い
ま
か
ら
直
ぐ
パ
パ
と
一
緒
に
こ
の
館
を
出
て
、

車
で
上
沢
の
願
成
寺
と
い
う
お
寺
に
行
き
な
さ
い
。
そ
こ
に
は
由

佳
子
の
お
父
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
か
ら
、
佳
を
力
づ
け
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。
パ
パ
は
、
ど
ん
な
と
き
に
も
生
命
を
大
切
に
し
て
、
必

ず
佳
の
と
こ
ろ
へ
帰
っ
て
く
る
と
約
束
す
る
よ
。
だ
け
ど
、
私
の

留
守
中
、
佳
は
一
人
ぼ
っ
ち
で
淋
し
い
だ
ろ
う
。
由
佳
子
の
お
父

さ
ん
は
ね
、
き
っ
と
死
ん
で
し
ま
っ
た
マ
マ
の
代
わ
り
を
し
て
く

れ
る
だ
る
し
、
パ
パ
を
待
っ
て
い
る
佳
の
頼
り
に
な
る
よ
」

言
い
終
る
と
、
裕
作
は
佳
を
引
っ
立
て
、
若
い
敏
捷
な
足
ど
り

で
館
の
階
段
を
駆
け
降
り
て
い
た
。
（
つ
づ
く
）
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古い老舗に錨しいセらＡス
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若いあなたのビギン
国鉄元町駅を北側へ降りて少し東、サンセットピルの地下一階にちい

ちゃなお店が４ッ。中でもいちばんカワイイ、霞つしろなドアにビギン
と書いてあります。そのドアをあけると、この３月にオープンしたばか
りのあなたのプライベイトスナック、ビギンなのです。
ですから、カウンターのむこうもこちらも若さでいっぱい。今夜は、

まずビギンからはじ必てみたら･ ･ ･ …。
営業時間ＰＭ６：Ｏ０－ＰＭ１２：００ビール密２５０

（日曜、祭日は休み）

1４５
交差点

１
。国鉄元町［－一一ロ－一国

「 可

フラメンコの店

ブルーーリボン
加納1 1 1 J ３丁目交差点西１丁上ル

ＴＥＬ２３１－６３７８

S n a c k ＆Ｄｒｉｎｋ

ビギン
北長狭通３丁目９サンセットピル地下
ＴＥＬ3 2 1 - 0 9 5 3

ＤＲＩＮＫＩＮＧ

Ｌ

北長狭通り→三宮
園■’

６月１日で1 5 周年、情熱のフラメンコ. ／
神戸の山手、加納町にフラメンコの店、プルーリポンがある。ドアを

あけると情熱的なカスタネットをかき鳴らす音が耳にはいり、マスター
のギター伴奏で情熱のフラメンコ舞踊が見られます。それは月咽日と土
曜日の夜、７：３０．９：００．１０：００です。
のみ物は、スペインのセリー酒（ワイン）隆食としてトルテージャ
（オムレツ）など、いろいろあります。
１５周年記念として、フラメンコの繕入りグラスが用意されています。

お気経にどうぞ。
セリー酒墓3 0 0 、トルテージヤ雷3 5 0
営業時間ＰＭ６：００～ＰＭ１２ｇ００〈第三日曜は休み）

Ｉ

鯉
川
筋

γ
・
ｐ
ｆ
ｌ
や
ｒ

サシセットピル
哩地下１階
茶 ｊメア
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Ｉ

２

繁郎

連
載
小
説
〈
羽
〉

武
田
繁
太

え
・
横
塚
曲
線
ハ
イ
ウ
エ
イ

灯
を
消
し
、
カ
ー
テ
ン
を
と
じ
る
と
、
室
内
は
漆
黒
の
闇
に
な

っ
た
。ベ

ッ
ド
に
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
多
木
に
は
、
わ
ず
か
に
康
子
の

動
く
気
配
ら
し
き
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
だ
け
だ
っ
た
。

多
木
は
腕
を
の
ば
し
、
手
さ
ぐ
り
で
サ
ィ
ド
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い

て
い
る
ス
モ
ー
ル
ラ
ン
プ
の
ス
イ
ッ
チ
を
お
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
の

下
部
か
ら
、
ほ
の
か
な
明
り
が
照
っ
て
き
た
。

ぼ
ん
や
り
と
、
康
子
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
姿
が
、
多
木
の
視
界
に
浮

び
あ
が
っ
た
。
う
す
い
ネ
グ
リ
ジ
ェ
を
と
お
し
て
、
康
子
の
身
体

の
輪
郭
が
影
絵
の
よ
う
に
す
け
て
み
え
た
。

多
木
は
、
無
言
の
ま
ま
、
身
体
を
す
こ
し
ベ
ッ
ド
の
端
の
ほ
う

に
ず
ら
せ
、
か
け
て
い
た
毛
布
の
端
を
め
く
っ
た
。

そ
こ
へ
、
康
子
も
黙
っ
て
、
身
体
を
仰
向
け
に
よ
こ
た
え
た
。

！

１
４６

１

あ
ら
す
じ
★
東
名
高
速
・
浜
名
湖
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
、
多
木
洋
介
は
若
い

神
戸
の
女
性
宇
津
康
子
と
知
り
合
い
、
幾
度
か
逢
瀬
を
重
淑
た
。
康
子
の
魅
力

に
か
れ
た
多
木
は
、
正
体
を
知
る
た
め
、
神
戸
出
身
の
友
人
岡
本
和
彦
と
共
に

東
名
神
を
通
り
、
神
戸
へ
来
た
。
康
子
を
見
出
せ
頃
多
木
は
、
彼
女
の
面
影
に

似
た
辰
馬
英
子
を
紹
介
さ
れ
、
六
甲
山
を
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
。
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
情
景
に
誘
わ
れ
て
、
英
子
を
抱
き
し
め
た
多
木
の
胸
に
、
始
め
て
感

じ
る
い
と
お
し
さ
が
つ
の
っ
た
。
そ
の
夜
須
磨
の
ホ
テ
ル
で
二
人
は
愛
左
た
し

か
め
あ
っ
た
。
そ
し
て
さ
り
げ
な
く
二
人
は
別
れ
た
。

そ
し
て
あ
る
日
。
東
京
へ
来
た
ば
か
り
の
康
子
か
ら
電
話
が
あ
り
、
そ
の
夜

二
人
は
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
っ
た
。
多
木
か
ら
英
子
の
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た

康
子
は
、
全
く
割
り
切
っ
て
い
た
。
そ
し
て
二
人
は
Ｔ
ホ
テ
ル
に
足
を
運
び
、

一
夜
を
す
蓮
す
こ
と
と
な
っ
た
。
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＝

オ
ー
デ
コ
ロ
ン
の
香
が
、
多
木
を
あ
ま
く
つ
つ
ん
だ
。

二
人
は
、
そ
の
ま
ま
、
暫
時
動
か
な
か
っ
た
。
二
人
と
も
、
枕

を
な
ら
べ
て
、
ほ
の
暗
い
天
井
を
し
ず
か
に
な
が
め
て
い
る
恰
好

に
な
っ
た
。

多
木
は
、
ふ
と
、
思
い
だ
し
て
い
た
。
二
人
は
き
ょ
う
逢
っ
て

か
ら
、
ま
だ
抱
擁
も
口
づ
け
も
か
わ
し
あ
っ
て
は
い
た
か
っ
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
の
部
屋
に
は
い
っ
て
、
二
人
き
り
に
な
っ
て
か
ら

で
も
、
や
は
り
、
そ
う
だ
っ
た
。
二
人
は
冗
談
め
い
た
こ
と
を
言

っ
て
、
屈
託
な
さ
そ
う
に
笑
い
あ
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

い
ま
も
、
多
木
が
黙
っ
て
毛
布
の
端
を
め
く
る
と
、
康
子
も
黙

っ
て
身
体
を
す
べ
り
こ
ま
せ
て
き
た
。
一
見
、
ま
こ
と
に
淡
々
と

し
た
も
の
だ
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
で
い
て
、
二
人
の
気
持
ち
は
十
分
通
じ
あ
っ
て
い

た
。
さ
っ
き
か
ら
、
多
木
の
五
体
は
燃
え
て
い
る
。
康
子
も
待
ち

か
ま
え
て
い
た
。
嵐
の
ま
え
の
静
け
さ
を
い
つ
く
し
む
よ
う
に
二

人
の
呼
吸
は
ぴ
っ
た
り
と
あ
っ
て
い
た
。

は
じ
め
て
の
女
な
ら
、
む
ろ
ん
、
多
木
も
こ
ん
な
接
し
か
た
は

で
き
な
い
。

い
ま
ま
で
、
一
夜
だ
け
の
ベ
ッ
ド
を
と
も
に
し
た
女
も
、
か
な

り
い
る
。

そ
れ
ら
の
女
を
抱
く
と
き
の
魅
力
は
、
ま
ん
と
い
っ
て
も
、
未

知
を
女
の
肉
体
の
秘
密
を
さ
ぐ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

女
の
顔
が
十
人
十
色
で
あ
る
と
同
様
に
、
そ
の
肉
体
も
、
秘
め

ら
れ
た
部
分
も
ま
た
、
千
差
万
別
で
あ
っ
た
。

顔
も
姿
も
似
た
よ
う
な
タ
イ
プ
の
女
で
あ
っ
て
も
、
た
め
し
て

み
れ
ば
、
ど
の
女
に
も
微
妙
な
ち
が
い
が
あ
る
。
そ
の
女
だ
け
が

持
っ
て
い
る
味
わ
い
が
あ
っ
た
。

女
自
身
の
反
応
の
仕
方
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
っ
た
。

ひ
か
え
め
な
も
の
、
つ
つ
ま
し
や
か
表
も
の
、
露
骨
な
も
の
、
積

極
的
な
も
の
、
献
身
的
な
も
の
。
無
限
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で

い
た
。抱

く
ま
え
に
、
ま
だ
知
ら
ぬ
女
体
の
秘
密
を
じ
っ
く
り
と
妄
想

す
る
。

「
ど
ん
な
女
か
。
ど
ん
な
味
を
持
っ
た
女
か
」

そ
う
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
く
う
ち
に
、
多
木
自
身
の
肉
体
も
し

だ
い
に
昂
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
。

だ
が
、
未
知
の
女
体
の
味
を
知
り
た
い
と
い
う
欲
望
は
、
そ
の

願
望
を
は
た
し
て
し
ま
え
ば
、
霧
散
す
る
。
欲
望
は
は
て
し
が
な

い
か
ら
、
そ
う
な
る
と
、
ま
た
つ
ぎ
の
未
知
の
女
性
を
も
と
め
た

く
な
る
も
の
で
あ
る
。

プ
レ
イ
ボ
ー
イ
だ
の
女
た
ら
し
だ
の
と
い
わ
れ
る
連
中
が
、
つ

ぎ
つ
ぎ
と
女
を
あ
さ
っ
て
い
く
の
も
、
そ
の
せ
い
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
ア
ル
ピ
ー
ー
ス
ト
が
、
ひ
と
つ
の
山
を
征
服
す
れ
ば
、

ま
た
つ
ぎ
の
山
と
、
た
え
ず
未
知
の
山
を
征
服
し
た
が
る
心
理
と

似
か
よ
っ
て
い
た
。

だ
が
、
お
な
じ
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
で
も
、
ひ
と
つ
の
山
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
、
そ
の
山
に
い
く
ど
も
登
り
、
そ
の
山
の
よ
さ
を
す

み
ず
み
ま
で
味
わ
い
つ
く
し
た
い
と
欲
す
る
場
合
も
あ
る
だ
る

』
っ
Ｏ彼

ら
は
、
深
く
静
か
に
山
を
愛
す
る
。

多
木
は
、
康
子
と
逢
う
瀬
を
重
ね
て
い
く
ご
と
に
、
こ
の
女
の

持
つ
肉
体
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
い
た
。
一
夜
だ
け
ベ
ッ
ド
を
と
も

に
し
た
女
の
よ
う
に
、
そ
の
肉
体
に
倦
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
逢

え
ば
逢
う
ほ
ど
、
そ
の
味
わ
い
は
ふ
か
ま
っ
て
い
た
。

多
木
も
ま
た
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
が
好
き
な
山
を
深
く
静
か
に
愛

す
る
よ
う
に
、
こ
の
女
を
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
た

か
も
知
れ
な
か
っ
た
。

多
木
は
、
仰
向
け
て
い
た
身
体
を
わ
ず
か
に
よ
じ
り
、
片
腕
を

康
子
の
頚
の
下
に
い
れ
て
、
上
に
な
っ
た
片
腕
で
、
康
子
の
身
体

を
ひ
き
よ
せ
た
。

そ
の
腕
の
動
き
に
あ
わ
せ
た
よ
う
に
、
康
子
も
ま
た
、
身
体
の

む
き
を
か
え
て
、
自
分
の
胸
を
多
木
の
胸
に
あ
わ
せ
て
き
た
。

多
木
は
、
康
子
の
う
な
じ
に
ま
わ
し
た
腕
に
ち
か
ら
を
こ
め
、

そ
の
顔
を
ひ
き
よ
せ
て
、
唇
を
お
し
つ
け
た
。

一
瞬
、
康
子
は
息
を
呑
む
よ
う
に
し
た
が
、
す
ぐ
多
木
の
唇
を

う
け
い
れ
た
。
多
木
の
舌
が
、
康
子
の
歯
の
ま
を
割
っ
て
、
口
中

に
す
べ
り
こ
ん
で
い
く
と
、
康
子
は
目
を
と
じ
た
ま
ま
、
両
の
眉

を
あ
げ
、
多
木
の
舌
に
や
わ
ら
か
く
自
分
の
舌
を
か
ら
ま
せ
て
い

’
4７
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ｌ
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っ
た
。抱

き
あ
っ
た
ま
ま
、
二
人
は
、
た
が
い
の
舌
を
い
く
ど
も
交
換

し
あ
っ
た
。
康
子
の
や
わ
ら
か
く
湿
っ
た
舌
が
、
多
木
の
口
中
に

甘
い
果
実
の
よ
う
な
感
触
を
与
え
る
。

多
木
は
、
康
子
の
舌
を
吸
い
こ
む
た
び
に
、
そ
し
て
、
ｎ
分
の

舌
を
康
子
に
吸
わ
れ
る
た
び
に
、
身
体
の
奥
底
か
ら
、
は
げ
し
い

官
能
の
波
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。

多
木
は
、
康
子
か
ら
唇
を
は
な
す
と
、
康
子
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
を

胸
も
と
か
ら
ひ
ら
い
て
い
っ
た
。
康
子
も
、
多
木
か
ら
す
こ
し
身

体
を
は
な
す
と
、
多
木
の
手
の
動
き
に
あ
わ
せ
て
、
自
分
の
身
体

Ｌト

’
4８

＝三三二

ご雷へ壷§

を
く
ね
ら
せ
て
い
っ
た
。

多
木
が
、
康
子
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
を
脱
が
す
と
、
こ
ん
ど
は
、
康

子
が
、
多
木
の
ゆ
か
た
の
ひ
も
を
ほ
ど
き
、
両
の
袖
を
腕
か
ら
は

ず
し
て
い
っ
た
。

全
裸
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二
人
は
抱
き
あ
っ
た
。
二
人
と
も

Ⅱ
を
と
じ
て
い
た
が
、
多
水
は
、
そ
う
し
て
目
を
と
じ
て
い
て
も

康
子
の
身
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
を
、
ま
の
あ
た
り
に
す
る
よ
う
に

思
い
浮
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
う
ｎ
は
不
要
で
あ
っ
た
。

二
人
と
も
、
い
く
ど
か
逢
っ
て
い
く
う
ち
に
、
た
が
い
の
身
体

を
熟
知
し
あ
っ
て
い
た
。
打
て
ば
響
く
よ
う
に
、
た
が
い
に
相
手

の
動
き
に
反
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
、
二
人

の
情
交
は
、
こ
ま
や
か
で
、
濃
厚
だ
っ
た
。

多
木
は
、
抱
き
し
め
た
康
子
の
胸
が
、
高
鳴
る
鼓
動
と
と
も
に

熱
っ
ぽ
く
燃
え
て
い
る
の
を
肌
に
感
じ
た
。
い
や
。
そ
う
感
じ
た

多
木
の
胸
も
、
康
子
の
昂
奮
に
共
鳴
し
あ
っ
て
い
た
。

二
人
と
も
、
依
然
と
し
て
同
を
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

多
木
は
、
康
子
の
身
体
を
ふ
た
た
び
仰
向
け
に
す
る
と
、
ｎ
分

は
、
康
子
の
片
方
の
腕
の
付
け
根
の
あ
た
り
に
顔
を
あ
ず
け
た
。

ち
ょ
う
ど
横
む
き
に
頬
を
の
せ
た
康
子
の
肱
嵩
も
、
ね
っ
と
り

と
汗
ば
み
、
ほ
の
か
な
服
の
香
が
、
多
木
の
鼻
孔
に
這
い
の
ぼ
っ

て
き
た
。

思
わ
ず
隷
多
木
は
、
胸
を
ふ
る
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
息
を
呑

み
こ
ん
だ
。

強
烈
す
ぎ
る
肢
臭
は
、
多
木
に
は
悪
臭
と
し
か
感
じ
ら
れ
な
い

が
、
ほ
ん
の
り
と
、
こ
ち
ら
の
喚
覚
を
く
す
ぐ
っ
て
く
る
よ
う
左

服
の
香
に
は
、
多
木
は
、
こ
た
え
ら
れ
な
い
セ
ク
シ
ー
な
魅
力
を

お
ぼ
え
る
の
だ
っ
た
。

多
木
は
、
康
子
の
服
の
下
に
顔
を
う
ず
め
、
潤
い
の
あ
る
、
や

わ
ら
か
い
脈
嵩
の
壁
を
砥
め
な
が
ら
、
そ
の
香
に
む
せ
ん
だ
。

「
く
す
ぐ
っ
た
い
ｌ
」

康
子
は
、
身
を
反
ら
せ
な
が
ら
、
叩
く
よ
う
に
言
っ
た
が
、
す

で
に
康
子
の
胸
の
ふ
く
ら
み
の
う
え
に
の
び
て
い
た
多
木
の
手
が

巌
子
も
ま
た
、
多
木
に
服
潤
を
愛
撫
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
微

妙
に
昂
奮
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
と
っ
て
い
た
。

/,！
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Ｉ
L 三

ら
に
後
方
へ
這
っ
て
い
っ
た
。

な
め
ら
か
に
の
び
て
い
た
多
木
の
指
先
き
に
、
抵
抗
す
る
も
の

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
や
や
小
高
く
な
っ
た
丘
の
う
え
の
茂
み
で

あ
っ
た
。

茂
み
は
、
ゆ
た
か
で
あ
っ
た
。
ゆ
た
か
な
茂
み
は
、
そ
の
丘
か

ら
割
れ
お
ち
て
い
く
谷
間
の
土
壊
の
ゆ
た
か
さ
を
祐
桃
と
さ
せ
て

い
た
。多

木
の
指
先
き
は
、
し
ば
ら
く
、
丘
の
茂
み
と
た
わ
む
れ
て
か

ら
、
丘
を
こ
え
て
、
谷
間
の
な
か
に
わ
け
い
っ
た
。

無
意
識
に
、
康
子
の
両
肢
に
ち
か
ら
が
こ
も
っ
て
い
た
。
だ

が
、
谷
間
は
、
多
木
の
手
を
や
さ
し
く
迎
え
い
れ
て
い
た
。
谷
間

の
両
わ
き
の
壁
の
重
な
り
が
、
谷
間
の
奥
の
泉
か
ら
わ
き
で
る
熱

い
も
の
に
う
る
み
な
が
ら
、
多
木
の
指
を
し
っ
と
り
と
し
め
ら
し

て
い
っ
た
。
（
つ
づ
く
）

こ
ん
も
り
と
盛
り
あ
が
っ
た
乳
房
の
頂
き
で
、
あ
わ
い
紅
色
に

い
ろ
づ
い
た
両
の
乳
首
が
、
つ
や
や
か
な
小
麦
色
の
肌
に
は
え
て

い
る
。
と
じ
た
多
木
の
肱
の
裏
に
、
あ
ざ
や
か
に
刻
み
こ
ま
れ
て

い
た
。そ

の
張
り
の
あ
る
両
の
乳
房
を
、
多
木
は
、
交
互
に
ゆ
っ
く
り

と
輪
を
描
き
な
が
ら
、
も
み
つ
づ
け
て
い
っ
た
。

そ
の
愛
撫
が
、
五
体
の
奥
に
ま
で
ひ
び
く
の
か
、
康
子
は
、
も

ま
れ
る
た
び
に
、
全
身
を
く
ね
ら
せ
な
が
ら
、
か
す
か
な
叩
き
を

も
ら
し
つ
づ
け
た
。

多
木
の
手
は
、
乳
一
房
の
頂
き
か
ら
、
丘
を
く
だ
っ
て
、
ふ
も
と

の
ほ
う
へ
の
び
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
た
お
や
か
な
丸
味

を
お
び
て
ひ
ろ
が
る
高
原
が
あ
っ
た
。

そ
の
高
原
の
う
え
を
、
多
木
の
手
は
、
あ
て
ど
も
な
く
さ
ま
よ

っ
た
。高

原
の
両
端
は
、
鋭
い
く
び
れ
を
描
い
て
、
断
崖
に
な
っ
て
い

る
。
多
木
の
手
は
、
そ
の
断
崖
を
上
下
左
右
に
撫
で
さ
す
っ
て
い

っ
た
。
撫
で
な
が
ら
、
多
木
の
指
先
き
に
ち
か
ら
が
こ
も
る
と
、

そ
こ
も
ま
た
感
じ
や
す
い
個
所
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
康
子
は
、

び
く
っ
と
身
を
ふ
る
わ
し
た
。

高
原
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
多
木
の
手
は
、
や
が
て
、
高
原
の
さ

＜神戸の催物６月ご案内＞
＜音楽＞
☆ポール・マイゼンフルー卜
独奏会１日（木）ＰＭ７８ＯＯ～９：００
会員雷9 0 0 民音
★ピリー・ポーン楽団２日（金）ＰＭ６：3 0 0 ～８：３０
会員室1 , 5 0 0 民音

★甲南大学軽音楽部３日（土）ＰＭ６：０～９：００薯3 0 0
☆第1 3 回神戸女子薬科大学ギターマンドリンクラブ定期演奏会
５日（月）ＰＭ６：３０～８：３０
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★小寺一夫追悼演奏会６日( 火) ＰＭ６：００～９：００無料
★スイングル・シンガーズ７日（水）ＰＭ６：３０～９：００
S 苗2 , 5 0 0 Ａ薯L 8 0 0 B Y 1 動5 0 0 C 薯1 , 3 0 0
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＜演劇＞
☆劇団はぐるま座“波涛，' 公演１２日（月）ＰＭ６；００～９：００
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☆ミヤコ蝶々のミュージカル「女ひとり_ １１４日（水）①ＰＭ
２：００～４：３０②ＰＭ６：３０～９９００会員蓄1 , 0 0 0 民音

☆民芸公演「日本政造法案」北一輝の死１９日～2 1 日ＰＭ
６：１５～９２００神戸労音会員券滝沢修、清水将夫、斎藤美
和他

く舞踊＞
★清水安子創作バレエ公波４日（日）ＰＭ５：００～８：００
Ａ密1 , 2 0 0 Ｂ薯1 , 0 0 0

☆金鈴会日本舞踊公演１１日（日）ＡＭ１０：３０～ＰＭ９：００
富1,000

＜その他＞
★弘法大師降誕いろは祭１５日（木）ＡＭ９：００～ＰＭ４：００
無料

☆“札幌オリンピック, , 完成披露試写会１６日（金）ＰＭ６：
３０～ＰＭ９ｇ１５招待

☆溌蹴『鶴弥ハ18日(日)PM6:00~9:００
★落語名人会２５日（日）ＰＭ２：００～4 ：３０会員郡５０民音
☆石井・ドーマン教育法鱗演会２７日（火）ＰＭ１：００～４：００
薯5 0 0

★第6 8 4 回近畿宝くじ抽せん会２８日（水）ＰＭ２：００～５；００
無料

☆芸術祭賞受賞記念“桂小文枝一門会' ’２８日（水）ＰＭ６：３０
～９：００前売畜8 0 0 当日蓄1 , 0 0 0

★ＡＢＣお笑い大行進２９日（木）①ＰＭ１２；００～1 ：３０②
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１
５０

１

！
■－

／

☆
す
っ
か
り
初
夏
に
な
り
、
若
葉
が
本
当

に
美
し
い
頃
に
な
り
ま
し
た
。

神
戸
っ
子
５
月
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
神
戸
ま
つ
り
へ
の
楽
し
い
ア
ド

バ
イ
ス
、
各
商
店
の
初
夏
ら
し
い
広
告

”
山
田
文
楽
“
消
え
よ
う
と
す
る
も
の
の

美
し
さ
、
「
人
間
性
」
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
”
土
を

原
点
と
し
て
“
生
存
の
原
点
を
思
い
ま

す
。
Ａ
宝
塚
・
丸
本
明
子
Ｖ

☆
い
つ
も
新
鮮
で
、
セ
ン
ス
の
あ
る
雑
誌

神
戸
っ
子
を
送
っ
て
下
さ
っ
て
あ
り
が
と

う
。神

戸
、
神
戸
で
夜
も
日
も
あ
け
て
、
私

の
神
戸
フ
ァ
ン
ぷ
り
も
、
今
で
は
キ
チ
ガ

イ
が
上
に
つ
く
ほ
ど
、
私
の
ま
わ
り
で
は

す
で
に
有
名
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

こ
の
と
こ
ろ
そ
ん
な
自
分
が
、
ち
ょ
っ
と

愛
読
者

サ
ロ
ン

安
部
正
夫

朝
比
奈
隆

荒
木
晃

青
木
亜
雄

砂
野
仁

乾
豊
彦

石
野
信
一

井
上
文
左
術
門

石
野
成
明

榎
並
正
一

上
田
将
雄

牛
尾
吉
朗

岡
部
伊
都
子

岡
崎
忠

小
曽
根
真
造

小
野
一
夫

大
淵
ツ
ト
ム

金
井
元
彦

嘉
納
正
治

嘉
納
毅
六

柏
井
健
一

小
磯
良
平

小
林
芳
夫

発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
が
た

〃' 八

後編

津玉田田田田滝滝竹角砂塩新白雀坂阪坂古後上小小

高井中中村宮川川中南田路谷川部口本井林藤林林泉
和他寛孝虎勝清猛重義秀昌千時喜末英秀徳
一 之之

一操郎次介彦二一郁夫民孝雄渥介雄勝忠楽二一雄一

鼻
モ
チ
な
ら
な
い
な
と
い
う
気
が
し
な
い

で
も
な
い
の
で
す
。
神
戸
を
愛
す
る
あ
ま

り
、
神
戸
の
良
い
と
こ
ろ
も
、
悪
い
と
こ

ろ
も
全
て
ひ
っ
く
る
め
て
、
な
ん
で
も
か

ん
で
も
、
良
い
、
良
い
と
人
に
も
語
り
、

満
足
し
て
し
ま
う
自
分
に
ハ
ツ
と
し
て
い

ま
す
。表

面
だ
け
を
み
て
ゆ
く
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の

私
の
目
に
も
、
決
し
て
い
い
こ
と
ば
か
り

が
目
に
う
つ
る
訳
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど

一
方
で
は
、
エ
ト
ラ
ン
ゼ
ら
し
い
無
責
任

さ
で
、
み
す
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
も
た
び

た
び
で
す
。
繁
栄
し
た
都
市
に
住
む
人
々

に
共
通
し
た
、
と
り
液
ま
し
た
冷
め
た
さ

は
、
神
戸
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
け
れ

ど
、
訪
れ
る
回
が
重
な
れ
ば
、
そ
ん
な
事

も
感
じ
る
よ
う
に
な
る
し
諺
一
年
前
に
あ

っ
た
緑
の
大
地
が
削
ら
れ
て
、
赤
裸
に
な

っ
て
い
て
幻
滅
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す

そ
し
て
溌
近
で
は
、
北
野
町
に
乱
立
す
る

け
ば
け
ば
し
い
ホ
テ
ル
群
に
は
全
く
夢
を

こ
わ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
べ
て
繁
栄
の
た
ぬ
に
は
仕
方
の
な
い

こ
と
と
か
た
づ
け
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で

だ
け
れ
ど
、
こ
う
し
た
街
や
、
緑
や
、
人

の
心
を
み
す
ご
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。

八
東
京
台
束
・
高
山
洋
子
Ｖ

竹
馬
準
之
助

外
島
健
吉

直
木
太
一
郎

西
脇
親

中
巻
弘

中
西
勝

難
波
還

野
沢
幸
二
郎

原
口
忠
次
郎

畑
専
一
郎

原
泰
良

深
水
惣
吉

福
冨
芳
美

松
井
高
男

宮
崎
辰
雄

宮
地
遜
二

村
上
正
二
郎

百
崎
辰
雄

若
杉
慧

山
口
泰
弘

行
吉
哉
女

神
戸
青
年
会
議
所

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

貿
易
セ
ン
タ
ー
店

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

宝
盛
館
阪
神
御
影
南
側

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

隆
司
書
房
新
開
地
本
通
り

文
進
堂
書
店
垂
水
銀
座
通
り

木
村
書
店
明
石
市
桜
町

神
戸
害
林
板
宿
バ
ス
停
前

秋
田
百
文
堂
窄
姻
ト
榊
諦

南
天
荘
阪
急
六
甲
駅
２
階

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
戦
ご
希
望

の
か
た
は
潟
集
室
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

領
神
戸
百
店
会
の
駆
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
築
室
内
に
あ
り
ま
す
。

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
皿

★
発
行
／
“
年
６
月
１
日

★
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
葺
合
区
八
幡
通
５
ノ
妬

Ｋ
・
Ｅ
ビ
ル
４
階

電
話
皿
７
０
３
７
．
８
０
７
２

卿
３
０
４
６
頒
価
・
剛
円

☆
み
ど
り
の
季
節
。
山
と
海
の
街
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
が
い
ち
ば
ん
い
い
頃
だ
。
だ
け
ど
六
甲

連
山
の
み
ど
り
の
少
な
く
な
っ
た
の
は
ど

う
だ
ろ
う
。
北
野
町
あ
た
り
も
ま
た
異
人

館
が
消
え
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
ニ
ョ
キ
ニ

ョ
キ
林
立
す
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
る

と
そ
の
廻
り
に
植
樹
を
五
○
’
一
○
○
本

は
育
て
る
と
い
っ
た
も
う
少
し
キ
ピ
シ
イ

規
則
は
で
き
な
い
か
。
近
所
迷
惑
も
考
え

て
、
も
う
け
る
建
築
だ
け
で
許
可
し
て
ほ

し
く
な
い
。
せ
い
て
み
ど
り
規
制
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
た
く
な
る
。（

小
泉
康
夫
）

☆
イ
ナ
ガ
キ
、
タ
ル
ホ
先
生
の
現
代
め
る

へ
ん
「
海
港
奇
側
』
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
の

遮
斌
が
始
ま
り
表
し
た
。
な
る
べ
く
れ
ば

っ
て
回
数
を
重
ね
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
ク
ル
ホ
・
フ
ァ
ン
／
小
泉
美
喜
子
）

☆
シ
ア
ト
ル
か
ら
老
夫
妻
が
観
光
旅
行
で

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
集
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
二
○
○
円

１
年
分
二
四
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
神

戸
の
銘
店
に
は
、
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
神
戸
っ
子
が
お
か
れ
て
い
ま
す

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

コ
ウ
ベ
ブ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
漢
口
京
町
筋

漢
口
堂
湊
川
商
店
街

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

日
東
館
大
丸
前

記集

神
戸
に
や
っ
て
き
た
。
プ
ラ
ン
・
ド
・
プ

プ
ン
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
食
べ
な
が
ら
英

語
で
日
本
の
話
を
す
る
の
は
と
っ
て
も
疲

れ
ま
し
た
。
「
今
度
い
つ
シ
ア
ト
ル
に
来

る
の
？
」
と
き
か
れ
て
、
「
そ
の
う
ち
に
」

と
い
っ
た
も
の
の
、
い
つ
の
日
に
な
る
こ

と
や
ら
Ａ
橋
本
明
Ｖ

☆
今
月
は
朝
特
柴
。
朝
早
く
起
き
る
の
は

と
て
も
気
持
い
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
今
月
か
ら
は
朝
六
時
に
起
き
て
ま
つ

先
に
編
集
室
に
入
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。
人
藤
原
保
之
Ｖ

☆
ね
ず
み
に
似
た
牛
。
籾
日
が
夕
日
み
た

い
だ
っ
た
朝
。
円
い
テ
ｉ
プ
ル
を
も
ら
う

約
束
し
た
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
。
い
つ
も
は
ベ

ッ
ド
に
入
い
る
頃
か
ら
始
ま
る
ル
ポ
。
せ

っ
か
く
頂
い
た
お
と
う
ふ
、
家
の
前
で
紙

の
底
が
ぬ
け
て
哀
わ
れ
、
絹
ご
し
。
お
と

う
ふ
や
さ
ん
ゴ
メ
ン
な
さ
い
。

Ａ
こ
い
ず
み
あ
き
こ
Ｖ

ｘ
月
×
日
今
日
は
子
供
の
日
、
と
て
も
い

い
お
天
気
な
の
で
東
遊
園
地
ま
で
散
歩
に

出
か
け
室
し
た
。
ぼ
け
１
つ
と
噴
水
見
て

い
た
ら
『
あ
な
た
、
幸
せ
で
す
か
？
」
っ

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
周
り

は
、
ア
ベ
ッ
ク
ば
か
り
で
し
た
。

八
古
玉
和
子
Ｖ
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☆ＣＬＵＢ＆
くらぶ阿

ｏｌｕｂ飛

ネL 神戸のうまいもんとドリンキング｜
☆日本料理，ストラン男 爵

ﾒ ｷ ｼ ｺ 小料理亭テ
神戸市生田区山本通３丁目

☆喫茶
弓望スタ多ロ．

ﾔもい ン ンと
神戸市生田区中山手１－１８

山手第一ピル１ＦＴＥＬ２４１－Ｏ７７８阿なご寿司青 辰
神戸市生田区元町通３－１８４

ＴＥＬ３３１－３４３５

讃岐名代うど ( ．あこや亭
神戸市野合区旗塚通７－５ＴＥＬ２３１－６３００

トアロード店ＴＥＬ3 9 1 - 2 5 3 8

和 食〈れなし、
神戸市生田区中山手通１－１－１１１
ＫＣＢビル２ＦＴＥＬ３３１－０４９４

かっぽう花，くま
神戸市生田区花隅町４５

ＴＥＬ３４１－０２４０

撫撫墓聯,暴督鵠二雛酉
お茶演･ おむすび、 る 里鍋ものし ) 、

神戸市生田区北長狭通２のｌ
ＴＥＬ３３１－５５３５

た こ焼たちばな
三宮センター街( 旧柳筋）ＴＥＬ３３１－Ｏ５７２

和風料理楽ﾄｧ｡_ド"細郷ｆ職工蕊
料亭大しま

葺合区熊内町６丁目3 9 の６
ＴＥＬ2 2 1 - 1 3 6 0 . 1 9 4 5

寿 司ミハラ
神戸市生田区元町通１丁目Ｉ２

ＴＥＬ３９１－３１５５

☆西洋料理
学仁典尋竺アポロン神戸市葺合区八幡通５丁目６

ＴＥＬ2 5 1 - 3 2 3 1

maisoT1de 花 屋敷Ｉａｍｏｄｅ
三宮フラヮーロード市役所前

ＴＥＬ2 5 1 - 2 1 0 9

鉄 板グリルきやんどる
神戸市生田区北長狭通２－２２

ＴＥＬ3 3 1 - 1 1 8 3

レストランキングスアーームス
神戸市葺合区磯辺通４－６１

ＴＥＬ2 2 1 - 3 7 7 4

グ リルケー‐ンズ
束店生田束門筋ＴＥＬ3 9 1 - 0 1 5 9
西店農業会館西下ルT E L 3 9 1 - 3 2 1 2

レ ストランムーーンライト
三宮・生田新道
ＴＥＬ3 3 1 - 9 5 5 4

洋 風割烹和薗陀屋
三宮相互タクシー北入
ＴＥＬ3 2 1 - 0 2 3 0

月グリル. 鉄板眺
神戸市生田区北長狭通１－２４

生田神社前ＴＥＬ3 3 1 - 2 5 0 9

ピｰ ﾌ ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾙ ｰ ﾑ 員リ竹
トアロードミズキビル１Ｆ

ＴＥＬ３３１－９５８０

宮水の （こ，コーヒー
中山手店・；

センター街店。

m o d e r n J a z z さ
＆Ｃｏｆｆｅｅ生田区北．

高級茶房ミ

し…: ′雄鳥声鯉田畠窪鍵
ＴＥＬ2 2 1 - 8 5 4 7 . 2 3 1 - 3 3 1 5

レ ストランフ

ｃｌｕｂｓ

エドワー
ホワイトローズビル５－６Ｆ

ｏＩｕｂｊ，
村１７ドンナロイヤ

神戸市生田区明石町３２
明海ピル地階ＴＥＬ3 3 1 - 7 1 5 8

イタリア料理

イゥエイ。！ . ’’さ
ネ神戸市生田区下山手２－２０

ＴＥＬ３３１－７６２２

ノ ツキオクラプジ
神戸市生田区中山手２－１０１神

T E L 3 3 1 - 3 5 4 5

ツ ク東店。，．ｂノレ神戸市生田区栄町１－５－３ ネＴＥＬ３２１－３２０７コーナ
寿 クラブ三宮トアロード

ＴＥＬ３９１－Ｉ８７３生田区中山手

レストランハ

ピッツアハウスピ

、
へ
へ

純 ﾌ ランス料理エスカル．
三宮ｾﾝﾀ遡蕊生需ぞ聯而;：

稗多重雲調ルカ。カルトン
生田区北野町３－６７－２
ＴＥＬ2 4 1 - 4 3 2 1 ～４

ティーﾚ ストラン那

リオナークラブ
生田区山本通２丁目5 0 の２
レストラン2 3 1 - 9 3 9 3 ～５
メシパー謙 ｡ ｡ １－１１“

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ れんが亭
神戸市生田区下山手通２丁目３４

ＴＦＴ・額１－７１ＲＲ

レストラン

洋酒蝉仏
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ラノ、

村1 戸市生田区元町通1 丁目ｌ２
ＴＥＬ３２１－４７３５

ヨＡＦ２
以 子

神戸市生田区中山手２丁目８９
ＴＥＬ3 3 1 - 6 0 6 9

鳥
神戸市生田区中山手１丁~ 目ｌ１７

ＴＥＬ３３１－７６２７

〈 工ス〉
巾戸市生田区下山手通２丁目６
ＴＥＬ3 3 1 - 2 4 0 6 . 3 3 1 - 8 9 9 3

ズ 倶楽部
申戸市生田区北曇狭通１丁目２８
生田新進ＴＥＬ３９１－３３００

万
苛市生田区束門筋中島ビル３Ｆ

ＴＥＬ3 9 1 - 0 6 3 8 . 4 3 8 6

ち
# 戸市生田区中山手通２丁目７５

ＴＥＬ３３１－７１２０

ャ ノレダン
言市生圃区中山手j 通１丁目ｌ１１

ＴＥＬ３３１－８５８９

イ ス
1 戸市生田区下山手通２丁目２９
２ピル地下ＴＥＬ3 9 1 - 5 0 6 5

鈴
１丁目１１１ＴＥＬ3 3 1 - 2 4 0 3

洋 酒の店キャンティ
神戸市生田区北長狭j 、２丁目３
ＴＥＬ3 9 1 - 3 0 6 0 . 3 9 1 - 3 0 1 0

D R I N K スネカジリっ子
ＳＮＡＣＫ 神戸市生田区下山手通２丁目

永晃ピルＢ１ＴＥＬ３９１－８７０８

諏漂; ' ; ヅサントノーレ生田区下山手通２丁目トア・ロード
ＴＥＬ3 9 1 - 3 8 2 2

素 舌洞でっさん
神戸市生田区北長狭通１丁目２５８
三宮映劇山入るＴＥＬ３３１－６７７８

ＳＴＡＮＤファトラス
生田区中山手迩１丁目９５

ＴＥＬ３３エー５４３３

ｓＴＡＮＤＦＡＮＦＡＮ
神戸市生田区下山手j 唖２丁目２９

ＴＥＬ3 9 1 - 1 4 1 0

ス ナックＧＡＳＴＲＯ
神戸市生出区中山手通３－２０

トーｱ ﾏ ﾝ ｼ ﾖ ﾝ ＴＥＬ2 3 1 - 0 7 2 3

ス タンドクラブ・ガーデニフフ
神戸市生田区中山手j 皿１丁目１１５

束門筋中息ピル２ＦＴＥＬ３９１－３３２９

ｓ ＮＡｃＫ山の手
神戸市生田区中山手通１丁目

ソネピル1 ＦＴＥＬ２２１－３６３７

淳子の店妻（ S A R A ）羅
生田区中山手１丁目９１

ＴＥＬ３９１－１６４７

ス ナックダンデイ
神戸市生田区・展業会館西減上ル
天野ピル２ＦＴＥＬ３３１－６４５０

： ＮＸＣ鷺マゼラン
判１戸市生田区加納町４丁目Ｚ

ＴＥＬ３９１－２３６６

ｓｎａｃｋＭＯＲＥＭｏＲＥ
神戸市生田区中山手通１丁目１０７

ＴＥＬ３９１－４１６２

ス ナック山荘
神戸市生田区北長峡通１丁目２２

ＴＥＬ３９１－５８２３

イ ブアーナ
1 8 回教寺院前ＴＥＬ2 3 1 - 1 1 8 8

ｃ ｌｕｂなぎさ
神戸市生1 1 1 区北艮挟辿２のＩＴＥＬ３３１－８６２６

ｏｌ・ｂ蕗くふき〉
神戸市生田灰下山手麺１２丁目T E L 3 9 1 - 1 5 1 5

く らぷぷげん
神戸市生田区中山手通１－１－１１１

ＴＥＬ３３] - 8 5 9 3

§ｌＡｏ：ＭｏｏｎＬｉｇｈｔ
ＢＡＩＲＴＥＬ３３１－0 8 8 6 . 3 9 1 - 2 6 9 6
ＣｌｕｂＴ唾Ｌ３３１－Ｏ１５７

ク ラブる，３，らん
神戸市生田区北曇狭通１丁目５３ＴＥＬ３３１－２８５４

コーーベインダストリアノレクラブ
（1 口）神戸巽業倶来部

神戸市生田区元町j 通１丁目１２
ＴＥＬ３９１－３１５５

ク ラフ．シャルル
神戸市生田区北長狭通２丁. 目１０

ＴＥＬ３３１－５７６９．５７６４

香港風ｻ パｰ ｸ ﾗ ブ神戸ファミリー倶楽部
神戸市生田区中山手通2 丁目９３束洋ピル4 ＦＴＥＬ３９１－３０５１～3 0 5 4

☆ＳＴＡＮＤ８ｚＳＮＡＣＫ
スタント．英国屋

生田区下山手 j ｍ２－６相互タクシー横
ＴＥＬ３３１－１１００．３３１－６６００

ス ナックエノレソタノ
神戸市生田区下山手通ＴＥＬ3 3 1 - 6 6 2 0

ス ナックやんぐすぽっと
生田区下山手通４丁目４の５下山手マンション１Ｆ

ＴＥＬ３９１－５５６８

ス タンドグラムーノレ
生田筋岸ピル地階ＴＥＬ３３] - 4 6 3 7

お とぎの国ぴ一た一ばん，
神戸市生田区北奨狭迩２丁目１
金剛山南角ＴＥＬ３２１－１３８０

ｎｉｇｈｔｈｏｕｓｅリチヤーード
神戸市生田区山本通１丁目９

小寺マンション１ＦＴＥＬ２４１－３０４１

スタンドさりげなく
生閉区下山手通 2 丁目 3 1

生田筋上高地西入るＴＥＬ3 3 1 - 3 7 1 4

グ ラタン小屋５つの銅貨
神戸市生田区北奨狭迩２－１４
金剛山西入ルＴＥＬ3 9 1 - 1 4 3 8

ス ナックピ、ジービーー
神戸市生田区中山手２丁目

ＴＥＬ3 9 1 - 4 5 8 ？

居 酒屋ボノレド、
生田新道浜側中央ＫＣＢピルＢＩｒ

ＴＦＬ３３１－３５７５

一ストシテイ
神戸市生田区三富町３丁目２２

ＴＥＬ３３１－３７７０

ジむらミピ加誹店
申戸市生田区中山手通１丁目７０
ＴＥＬ２２１－ｌ８７２･ Ｚ３１－９５２４
神戸市生: 田区三富町２丁目３５

T E L 3 9 1 - 0 6 6 9

レ ノげなく
そ狭２－２２ＴＥＬ3 3 1 - 9 7 6 2

邑寅準田新道相: 圧タクシー北入る
o T n 面 T ⑤⑪１－，幼 ｳ ハ

陽一

シ ャンテ
神戸･ 加納町３丁目布引ピル

ＴＥＬ２３１－

イ
唖
垂

S N A C K ＆ l D R I N K ガスライト
神戸K 1 f 生田I エ加納町３ｒＩ１１僻地６１

ＴＥＬ2 ４１－７７２４
闘 西屋
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ｖ
睦
麺

ｎ叩t i q u e s e r i e s 皿薬味刷り麓

引守

一一種

雪
一:辱勤

' 。二一‐

凸

iiノ 毎塁。!L謝一 旨き篭 墓毒謡

塞弓言詞~:襲云&

冒眉藷

わたくし達夫婦がメキシコのフチタンで英国風喫茶．レストラン
インディオの生活をしていたとき、先祖

: 駕繍撫織＃懲猟画シ
ほめる私達に贈ってくれました。わが家
のもっとも貴重な美術品です。神戸三宮サンプラザ地下ＴＥＬ（3 9 1 ）1 7 5 8

馨譲り
頁季ｉ僧

〆･堂勇
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,雪認騒蕊
Ｆ

一

１

望
－１

日

､ 型■

☆コレクター

中西咲子さん
< 中西勝画伯夫人〉
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ニッカＧ＆Ｇ…………………４００

ヘネシー( H e n n e s s y )……………８００
ニツカボトルＧ＆Ｇｘ･ ･ ･ ……2 , 0 0 0

スープ( ポタージュ) …………3 0 0
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睡些

､ ”一

☆中山手１丁目、レインボービル地下の. ‘鈷燈屋. ．は皆様おなじみ鋤レ
ストラン‘スナック“スネカジリッ子，･ の姉妹店。三宮のネオン街に灯
をとも. し、またお客様の手でお店に灯をともしてもらおうというわけで、
一昔前軸燈屋が街角のガス灯に灯をともしてまわった時のどんぶり前か
けを、若いお嬢さんたちがエプロン代りにしているのもおもしろい。豪
華なインテリアの中にもスネカジリッ子同様の親しみやすい雰囲気にあ
ふれており、古い珍しいランプもおいてあるので興味のある方はぜひど
うぞ。お酒の他におむすびからビーフステーキまで、各種の食事も楽し
めるので気軽にご利用下さい。
水割￥4 0 0 、フィズもの￥4 0 0 、ビールＹ３００
Ｐ. Ｍ、６: 0 0 ～Ａ､ Ｍ、２: 0 0 、第１、鋪３日暇日休み。

★緑の風かおる６月。生田新道の農業会館向い、永晃ビルの地下にある
"スネカジリッ子．.には、, l 瑛色に日焼げした若いカップルの姿が目立つ。
落瑞いたインテリアと若々しいフレッシュなムード、そして誰でも気
軽にお酒を楽しめる店として神戸っ子に親しまれているスネカジリッ子
もこの６月1 0 日で満三周年を迎える。これに先立って６月５日( 月) の午後
５時から９時まで、日頃お世話になっているお客梯へのフリードリンキ
ングサーピスが行なわれるので、おなじみの方も、はじめての方もぜひ
お越し下さい。
水割Ｇ＆G Y 3 0 0 、ビール( 小) ￥2 5 0 、おつまみ￥1 0 0
ピッツァ￥3 5 0 、ミニチュアビン( Ｗ) Ｙ５００
Ｐ. Ｍ、５: 0 0 ～Ａ､ Ｍ、ｌ: 0 0 第１，第３月眼日休み。但し６月５日は
Ｐ. Ｍ、5 2 0 0 ～Ｐ. Ｍ，９: 0 0 までオープン。

★三宮駅の北、加納町三丁目の交差点すぐ近くにあるのがこの妓尚に楽
しいスナック“ガスライト職だ。今年で５年目というこのお店は主にヤ
ングのファンが多いが、外人やセンスのある客筋が多いのもこの店の特
徴。「安い料金で、多くのお客さんに自分のポケットマネーで楽しく遊ん
でいただく」というのがマネージャーの杉尾さんの方針。７: 0 0 ～1 1 : ３０
まで3 0 分ステージのバンド波奏もあり週に４回は外人のバンドも入るの
で音楽ファンにはたまらない店だ。またお酒の他にも食半も楽しめるの
で、女性同志や恋人同志でも気軽に足を運べます。
ビール￥2 0 0 、ウイスキー水割￥3 0 0 、スコソチ類￥５００から。
ピラフ￥2 5 0 、スパケテイ￥2 5 0 、ステーキ￥1 , 3 0 0 , 画, 8 0 0 その他。
営業時間平日午前９時～午前４時3 0 分

日暇午後６時～午前０時第３日眼日休み

漠

テントウヤスネカジリッ子

生田新酒

副 鯛『ＫＯＢＥ

ＤＲＩＮＫＩＮＧ

ＧＵｌＤＥ

３
１
★さわやかな風香る緑の６月。レジャーにスポーツにとヤングマンには
楽しい季節だ。海で山で快い汗を流したあと、・リラックスしたひととき
を過せるのが県民会館の束、下山手マンションの１階にある“やんぐす
ぽっど’だ。カラフルな店内には軽快な音楽が流れ、折にふれてマスタ
ーの松谷さんの浪奏で箕白なグランドピアノの素崎しい音色が楽しめる
のもご機嫌。５月には店内も改装され、より落諦いた雰囲気で食事やお
酒を楽しみ、おしゃべりに花を咲かせることができるようになった。神
戸っ子なら一度は足を逆んでみたい店です。
タイムランチ￥2 5 0 、コーヒー￥1 5 0 、オールド水割￥３００
ビール￥２５０
営業時間Ａ､Ｍ､1 1 : 0 0～Ａ､Ｍ、１:００第１．第３日11 M日は休みです。

●中山手１日右スタント●加姻町
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やんぐすぽっと ガスライト珪
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